
神楽かみあそびについて

神楽の字面は宛て字で、之を「かみあそび」と訓むのが正しいのであらう。所謂神楽を「神遊」と書いた

本もある。勿論早くはさうだつたに違ひない。かぐらと言ふのは、ある地方又はある動機から発した方言

的称呼に過ぎないらしい。  　　　　　　　　　　　　　　　　　折口信夫「和歌の発生と諸芸術との関係」

神遊びは、神の行はれる遊びを言ふ義で、「あそび」と言ふことに意義の中心はある訣である。昔は鎮魂と

言つて、人の身に魂を鎮める行事があり、それを行ふ時期があつた。其を行ふ方法も色々あつて、地方々々、

家々で、実に多くの鎮魂法が行はれてゐた。併し、其等には皆共通した所があつた。歌をうたひ、楽器を

鳴らし、舞踊を行ふことが其である。さうすることによつて、よい魂が人の身に鎮るものと信じてゐたの

である。後世は、神事を離れた、遊びと言ふ語が広く行はれることになつたのである。……さう言ふ神遊

折口信夫「神賑ひ（かみにぎわい）一般」

神楽と言えば、平安朝中期以来栄えた宮廷の御神楽と、それよりは遥かに起源の古い天磐戸における細女

命（ほそめにのみこと）（※天鈿女命（あめのうずめのみこと）の別名）の神遊、これを単純に連絡させて、

それを本体のように考えていますが、そうした古代の神遊の他に、幾種類かの古い神楽があって、平安朝

になっても、その古いのやまた新しく加わったいろいろの神遊、その一部分に宮廷の御神楽があったのを、

逆に神楽というのが全体を表す語のように考えるようになったのです。

…歴史的に言えば、皆別々の起源、別々の名称を持っていたものでしょう。宮廷の御神楽には、うまれ・

きよまりといった考え方は、神楽自体としては、どうも含まれていないようなのですが、今日地方に行わ

れている広い意味の神楽は、多くこの精神を持っているようです。　　　　　　

　折口信夫「神々と民俗」

北設楽、坂宇場の神楽
「花祭り」


